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監事 全国青年部長会 

運営委員会 
 

■相談役 
 塚野 浩平 
清水 淳一郎 

大城 卓子 

 

■保育の「質」探求委員会 

委員長     天願 順優 

副委員長   松崎  真和 

副委員長   秋山  勇人 

担当執行部： 高根 槙児 

■未就園児支援強化検討委員会 

委員長    白山 雄一 

副委員長   梅村 崇 

副委員長   髙山 裕司  

担当執行部： 川﨑 一樹 

 

■組織・人材開発委員会 

委員長     坂崎  力紀 

副委員長   同前 智司 

副委員長   菊地 祥吾 

担当執行部： 菊地 幹 

 
 
      

■事務局 
次長  橋本 健次（総務担当） 
〃   鬼塚  研治（広報担当） 

〃   飯野 ひとみ（会計担当） 

クリエイター 後藤 貴哉 
局員  国枝 佳蓮 志賀 秀一   
〃   金原 健人  

■DX・テクノロジー活用推進委員

会 

委員長    大高  充生 

副委員長   佐藤 拓未 

副委員長   佐藤 栄作 

担当執行部： 小嶋 建輝 

 

 
 

 

持続可能で豊かな保育へのアクセシビリティを高める 

■執行部 
 
部長  中西 淳也 
副部長 菊地 幹 
副部長 高根 槙児 
副部長 川﨑 一樹 
副部長 佐々木俊則（大会担当） 
事務局長 小嶋 建輝 
 

■HUG. Next Action 

日本保育協会青年部に受け継がれる「子ども育成指

針」の基本理念にもとづき、子ども一人ひとりが安

心・安全・幸せに生きることのできる社会・環境づく

りに向けた Next Action を、青年部員・青年部 OB も

含めた多様なメンバーで考え合います。 
リーダー：儀間 香  
オーガナイザー：浅野真巳 高尾宗宏  
顧問：新保 雄希 

「預ける」から「通う」保育へ 

～保育の機能と質が社会にもたらす価値を高める～ 

園をとりまく情勢は日々激しく変化し、且つ

全産業において働き手が不足している状況下

において、学卒採用→個のスキル育成を中心

として組織の質を維持、強化するモデルは限

界を迎えつつあります。 
これからは、より多様な人材とともに、互いの

らしさや良さを発揮し合う、生産性の高いク

リエイティブな組織モデルが必要ではないで

しょうか。 
組織開発、人材開発、働きやすさ、働きがいな

どの視点を交えながら、これからの組織マネ

ジメントのあり方を探求します。 

バックオフィスの効率化をはじめ、テクノロ

ジーの活用は今や保育施設にとって欠かせな

いものになってきています。DX 政策の実装も

目前に迫り、AI 等の活用による新たな可能性

を示唆する取り組みや研究も散見されます。 
一方、リテラシーの問題など、テクノロジーを

保育現場で活用する際の課題や懸念も顕在化

しつつあります。 
これからの保育現場におけるテクノロジーの

有効活用のあり方と課題について、デジタル

ネイティブ世代の青年部視点で深く掘り下げ

ます。 

テーマ 

 

各保育施設が持続可能で豊かな保育へアク

セスするために、第一に考慮すべき保育の

「質」の視点。 
地域や園の実情に応じながら、こども・社会

にとって価値の高い保育実践を常に模索し、

学び変化し続ける園のあり方を念頭に、実践

と研究、双方の視点から保育の質の維持・向

上について考え合い、深めます。 

未就園のこども・子育て家庭への支援機能を

強化することが、持続可能で豊かな保育への

可能性を左右する要素の一つになりつつあ

ります。 
保育施設に内在する特性や専門性を基盤と

した「保育ならではの機能」を磨き生かし、

地域の全てのこどもを支援する展開のあり

方について、検討を深めます。 


